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               ベクトル積率とその統計量
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           r日本人の国民性調査」のサンプリング計画
                                    中 村   隆
 1988年秋に実施された「第8回日本人の国民性調査」のサンプリング計画について，パーソナルコン
ピュータ上のデータベースシステムで作成したサンプリング計画用プログラムSAMPLAN／PCを操作
しながら報告を行なった．
 r日本人の国民性調査」は，昭和28年から5年ごとに統計数理研究所が実施している全国規模の継続調
査である（母集団は20歳以上の有権者）．計画標本の大きさは6，000であり，これを折半してK調査票
（継続質問中心）とM調査票（新しい質間中心）に割り当てて訪問面接式調査を行なっている．調査対象
者のサンプリング方法は，層別多段抽出法であり，ほぼ同一の方法を現在まで続けている．
 サンプリング計画は，全国3，300余りの市区町村の有権者数と層別に必要た情報の収集から始まる（こ
の段階で，毎日新聞社世論調査部のお世話になった）．今回は，ラップトップコンピュータを持ち込み，
SAMPLAN／PCによって市区町村データベースを構築した．このようた方法をとることによってデー
タの入力や整合性のチェックが柔軟に行なえた．
 次の段階は，市区町村の層別である．従来は県別を主要な基準として区部（6層），市部（29層），郡部
（20層），沖縄（1層）の計56層に分けていたが，地点間での標本の大きさのばらつきが大きくなるので，
今回は層を区部，人口20万人以上の市部，人口20万人未満の市部，郡部，沖縄の5層に簡略化した．た
だし，従来とも各層の中ではさらに県別・人口規模別に市区町村を並べ換えている．層の組替えなどの
検討もSAMPLAN／PCを使うことによって自由に行なえた．
 層別が終了すると，実際に第1次抽出単位である地点（市区町村）を抽出する．層ごとに物理乱数を用
いてスタート番号を決め，市区町村を等間隔で抽出していく．SAMPLAN／PCによって，抽出された市
区町村名，有権者数，スタート番号，割当サンプル数などの一覧が得られる．前回は大型計算機によっ
て同様の抽出を行なったが，今回は漢字で市区町村名が得られるという利点が大きかった．また，サン
プリング計画の細部での変更に対しても迅速に対応ができた．
